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(57)【要約】
【課題】ファスナーテープから剥れにくく、かつストッ
パーとして機能する上止の構成を簡略化できるスライド
ファスナーを提供すること。
【解決手段】スライドファスナー１の上止２６は、上止
表面部２６１と、上止表面部２６１に連続した上止裏面
部２７１を有する。上止表面部２６１は、ファスナーテ
ープ２１の表面２１Ａに付着される。上止裏面部２７１
は、ファスナーテープ２１の裏面２１Ｂに付着される。
上止裏面部２７１は、スライダー４のスライド方向にお
いて当該スライダー４に当接可能に対向して配置される
ことを特徴とする。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファスナーテープ（２１，３１）および前記ファスナーテープ（２１，３１）の側縁部
（２２，３２）に沿ったファスナーエレメント列（２４，３４）を有した一対のファスナ
ーストリンガー（２，３）と、前記各ファスナーエレメント列（２４，３４）に連結され
るスライダー（４）とを備え、前記各ファスナーエレメント列（２４，３４）の一端部（
２４Ａ，３４Ａ）に上止（２６，３６）がそれぞれ配置されたスライドファスナー（１）
であって、
　前記上止（２６，３６）は、上止表面部（２６１，３６１）と、前記上止表面部（２６
１，３６１）に連続した上止裏面部（２７１，３７１）を有し、
　前記上止表面部（２６１，３６１）は、前記ファスナーテープ（２１，３１）の表面（
２１Ａ，３１Ａ）に付着され、
　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、前記ファスナーテープ（２１，３１）の裏面（
２１Ｂ，３１Ｂ）に付着され、
　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、前記スライダー（４）のスライド方向において
前記スライダー（４）に当接可能に対向して配置される
　ことを特徴とするスライドファスナー。
【請求項２】
　前記上止表面部（２６１，３６１）は、前記ファスナーエレメント列（２４，３４）の
一端部（２４Ａ，３４Ａ）を構成するエレメント（２５，３５）が埋め込まれた保持部（
２６８，３６８）と、前記上止（２６，３６）の厚さ方向において前記上止裏面部（２７
１，３７１）と対向した対向部（２６９，３６９）とを有し、
　前記保持部（２６８，３６８）および前記対向部（２６９，３６９）は、前記スライド
方向において異なる位置に配置されている
　ことを特徴とする請求項１に記載のスライドファスナー。
【請求項３】
　前記対向部（２６９，３６９）は、前記スライド方向において前記保持部（２６８，３
６８）よりも前方に配置されている
　ことを特徴とする請求項２に記載のスライドファスナー。
【請求項４】
　前記ファスナーテープ（２１，３１）の表面（２１Ａ，３１Ａ）のうち前記保持部（２
６８，３６８）が付着された部分に対向する裏面（２１Ｂ，３１Ｂ）の部分は、露呈して
いる
　ことを特徴とする請求項３に記載のスライドファスナー。
【請求項５】
　前記上止表面部（２６１，３６１）は、前記ファスナーテープ（２１，３１）の幅方向
外側に配置された外側面（２６４，３６４）と、前記ファスナーテープ（２１，３１）の
幅方向内側に配置された内側面（２６５，３６５）とを有し、
　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、前記上止表面部（２６１，３６１）の外側面（
２６４，３６４）側から前記上止表面部（２６１，３６１）の内側面（２６５，３６５）
側に向かって延出して形成され、
　前記上止裏面部（２７１，３７１）の先端（２７５，３７５）は、前記上止（２６，３
６）の厚さ方向において前記上止表面部（２６１，３６１）の内側面（２６５，３６５）
に沿った位置に配置されている
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のスライドファスナー。
【請求項６】
　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、その基端（２７２，３７２）側から前記先端（
２７５，３７５）側に向かうに従って幅が広くなっている
　ことを特徴とする請求項５に記載のスライドファスナー。
【請求項７】
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　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、その基端（２７２，３７２）側から前記先端（
２７５，３７５）側に向かうに従って前記スライド方向において後方に位置する形状とな
っている
　ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載のスライドファスナー。
【請求項８】
　前記スライダー（４）は、前記各ファスナーエレメント列（２４，３４）の裏面側に配
置される下板部（４１２）を有し、
　前記上止裏面部（２７１，３７１）は、前記スライド方向において前記下板部（４１２
）の上面（４１２Ｃ）に当接可能に対向したストッパー面（２７６，３７６）を有し、
　前記ストッパー面（２７６，３７６）は、前記下板部（４１２）の上面（４１２Ｃ）に
沿った形状とされている
　ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載のスライドファスナー。
【請求項９】
　前記スライダー（４）は、前記各ファスナーエレメント列（２４，３４）の表面側に配
置される上板部（４１１）と、前記各ファスナーエレメント列（２４，３４）の裏面側に
配置される下板部（４１２）と、前記上板部（４１１）および前記下板部（４１２）をつ
ないだ案内柱部（４１３）とを有し、
　前記上止表面部（２６１，３６１）の表外面（２６２，３６２）から前記ファスナーテ
ープ（２１，３１）の裏面（２１Ｂ，３１Ｂ）までの寸法を寸法Ａとし、前記上止表面部
（２６１，３６１）の表外面（２６２，３６２）から前記上止裏面部（２７１，３７１）
の裏外面（２７７，３７７）までの寸法を寸法Ｂとし、前記上板部（４１１）の内面４１
１Ｂから前記下板部（４１２）の内面（４１２Ｂ）までの寸法を寸法Ｃとした場合、寸法
関係はＡ＜Ｃ＜Ｂである
　ことを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか一項に記載のスライドファスナー。
【請求項１０】
　前記上止表面部（２６１，３６１）の外側面（２６４，３６４）は、前記ファスナーテ
ープ（２１，３１）の幅方向外側に膨出した膨出部（２６４Ａ，３６４Ａ）を有している
　ことを特徴とする請求項９に記載のスライドファスナー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファスナーエレメント列の一端部に上止が取り付けられたスライドファスナ
ーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スライドファスナーにおいて、ファスナーテープの対向側縁に沿って取り付けら
れたファスナーエレメント列の上端部に合成樹脂製の上止が射出成形されたスライドファ
スナーが知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
　この上止は、ファスナーテープの表面側にある表面部およびファスナーテープの裏面側
にある裏面部とを有しているとともに、ファスナーテープの対向側縁を跨いで形成されて
いるので、例えば裏面がない上止と比べて、ファスナーテープから剥れにくい構成となっ
ている。
【０００４】
　また、上止は、スライダーを抜け止めするストッパーとして機能する構成を備えている
。具体的には、スライドファスナーの左右方向においてファスナーエレメントの噛合頭部
側に位置する上止の外側面には、左右方向外側に膨出した膨出部が形成されており、左右
方向において前記外側面とは反対側に位置する内側面には、左右方向内側に突出した突部
が形成されている。
　この上止では、スライドファスナーのスライダーがスライドしてファスナーエレメント
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列の上端部に配置された場合、上止の膨出部がスライダーの胴体の左右方向における中間
位置に形成された案内柱に当接し、かつ、上止の突部がスライダーの胴体の左右のフラン
ジに当接することで、スライダーのスライドを規制する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－５０２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献１に記載のスライドファスナーでは、その上止が、ファスナーテー
プから剥れにくくするための裏面部と、前述した膨出部および突出部などのストッパーと
して機能する構成とを別部分の構成として有しているので、上止が大きくなりがちであっ
た。
【０００７】
　本発明の目的は、ファスナーテープから剥れにくく、かつストッパーとして機能する上
止を従来よりも小さくすることができるスライドファスナーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のスライドファスナーは、ファスナーテープおよび前記ファスナーテープの側縁
部に沿ったファスナーエレメント列を有した一対のファスナーストリンガーと、前記各フ
ァスナーエレメント列に連結されるスライダーとを備え、前記各ファスナーエレメント列
の一端部に上止がそれぞれ配置されたスライドファスナーであって、前記上止は、上止表
面部と、前記上止表面部に連続した上止裏面部を有し、前記上止表面部は、前記ファスナ
ーテープの表面に付着され、前記上止裏面部は、前記ファスナーテープの裏面に付着され
、前記上止裏面部は、前記スライダーのスライド方向において前記スライダーに当接可能
に対向して配置されることを特徴とする。
【０００９】
　本発明のスライドファスナーによれば、上止が、ファスナーテープの表面および裏面に
付着された上止表面部および上止裏面部を有しているので、例えば上止裏面部がない上止
と比べて、上止をファスナーテープから剥れにくい構成にできる。また、スライダーがス
ライドしてファスナーエレメント列の一端部に配置される場合には、スライド方向におい
てスライダーに対向して配置された上止裏面部が当該スライダーに当接するので、当該ス
ライダーのスライドを規制できる。このように、上止裏面部の構成によって、ファスナー
テープから剥れにくくでき、かつストッパーとして機能させることができるので、ファス
ナーテープから剥れにくくする構成とストッパーとして機能する構成とを別部分で構成す
る必要がなくなり、上止を小さくすることができる。
【００１０】
　本発明のスライドファスナーでは、前記上止表面部は、前記ファスナーエレメント列の
一端部を構成するエレメントが埋め込まれた保持部と、前記上止の厚さ方向において前記
上止裏面部と対向した対向部とを有し、前記保持部および前記対向部は、前記スライド方
向において異なる位置に配置されていることが好ましい。
　このような構成によれば、スライド方向において保持部と異なる位置に配置された対向
部の裏側に上止裏面部が対向して配置されるので、エレメントが埋め込まれた保持部より
もファスナーテープから剥れやすい対向部を上止裏面部によって補強でき、この対向部が
ファスナーテープから剥れることを抑制できる。
【００１１】
　本発明のスライドファスナーでは、前記対向部は、前記スライド方向において前記保持
部よりも前方に配置されていることが好ましい。
　このような構成によれば、スライダーが上止裏面部に当接した状態で上止表面部のうち
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対向部よりも前記スライド方向において後方に位置する部分をスライダー内に収めること
ができる。
【００１２】
　本発明のスライドファスナーでは、前記ファスナーテープの表面のうち前記保持部が付
着された部分に対向する裏面の部分は、露呈していることが好ましい。
　このような構成によれば、エレメントが埋め込まれてファスナーテープから剥れにくい
箇所である保持部の裏側から上止裏面部をなくすことができ、上止を小型化できる。
【００１３】
　本発明のスライドファスナーでは、前記上止表面部は、前記ファスナーテープの幅方向
外側に配置された外側面と、前記ファスナーテープの幅方向内側に配置された内側面とを
有し、前記上止裏面部は、前記上止表面部の外側面側から前記上止表面部の内側面側に向
かって延出して形成され、前記上止裏面部の先端は、前記上止の厚さ方向において前記上
止表面部の内側面に沿った位置に配置されていることが好ましい。
　このような構成によれば、上止裏面部の先端が、上止の厚さ方向において上止表面部の
内側面に沿った位置に配置されているので、ファスナーテープの幅方向において上止表面
部および上止裏面部のうちの一方が他方に対して突出した部分が形成されなくなる。この
ように突出した部分を形成しないので、当該突出した部分に付着されたファスナーテープ
の部分が上止表面部および上止裏面部の他方に支えられずに剥れてしまうことがなくなる
。
【００１４】
　本発明のスライドファスナーでは、前記上止裏面部は、その基端側から前記先端側に向
かうに従って幅が広くなっていることが好ましい。
　このような構成によれば、上止裏面部の先端側は、上止表面部と連続している基端側か
ら離間しているため、上止裏面部の基端側と比べてファスナーテープからの剥れにくさが
低下するが、上止裏面部の先端側における幅寸法を大きくしてファスナーテープに対する
付着面積を広げることで、上止裏面部の先端側の部分をファスナーテープから剥れにくく
できる。
【００１５】
　本発明のスライドファスナーでは、前記上止裏面部は、その基端側から前記先端側に向
かうに従って前記スライド方向において後方に位置する形状となっていることが好ましい
。
　このような構成によれば、スライダーがスライドファスナーを閉めるスライド方向に移
動され、前記上止裏面部に当接すると、各上止には、そのスライド方向前方側がファスナ
ーテープの幅方向内側に向かうとともに、そのスライド方向後方側がファスナーテープの
幅方向外側に向かう回転力が生じて、上止のスライド方向後方側同士でスライダーの案内
柱部４１３を挟み込むので、スライダーのガタツキを抑制できる。
【００１６】
　本発明のスライドファスナーでは、前記スライダーは、前記各ファスナーエレメント列
の裏面側に配置される下板部を有し、前記上止裏面部は、前記スライド方向において前記
下板部の上面に当接可能に対向したストッパー面を有し、前記ストッパー面は、前記下板
部の上面に沿った形状とされていることが好ましい。
　このような構成によれば、ストッパー面がスライダーの下板部の上面に沿った形状とさ
れているので、ストッパー面の全面を下板部の上面に当接させることができる。このため
、スライダーが上止に当たる際の衝撃をストッパー面の全面に分散させることができ、前
記ストッパー面の破損などのおそれを低減できる。
【００１７】
　本発明のスライドファスナーでは、前記スライダーは、前記各ファスナーエレメント列
の表面側に配置される上板部と、前記各ファスナーエレメント列の裏面側に配置される下
板部と、前記上板部および前記下板部をつないだ案内柱部とを有し、前記上止表面部の表
外面から前記ファスナーテープの裏面までの寸法を寸法Ａとし、前記上止表面部の表外面
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から前記上止裏面部の裏外面までの寸法を寸法Ｂとし、前記上板部の内面から前記下板部
の内面までの寸法を寸法Ｃとした場合、寸法関係はＡ＜Ｃ＜Ｂであることが好ましい。
　このような構成によれば、スライダーがファスナーエレメント列の一端部に配置された
場合には、上止表面部をスライダーの上板部および下板部間に挿入できるとともに、上止
裏面部をスライダーの下板部に当接させて当該スライダーを抜け止めできる。
【００１８】
　本発明のスライドファスナーでは、前記上止表面部の外側面は、前記ファスナーテープ
の幅方向外側に膨出した膨出部を有していることが好ましい。
　このような構成によれば、スライドファスナーの閉鎖状態では、上止の膨出部と案内柱
部との隙間を狭め、また、膨出部を案内柱部に当接させることができ、これにより、ファ
スナーテープの幅方向におけるスライダーのガタツキを抑制できる。
　さらに、上止表面部および上止裏面部の連続部分も膨出部を含むので、当該連続部分を
大きくできて上止の強度を高めることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ファスナーテープから剥れにくく、かつストッパーとして機能する上
止を従来よりも小さくすることができるスライドファスナーを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係るスライドファスナーを示す正面図。
【図２】前記実施形態に係るスライドファスナーの要部を示す正面図。
【図３】前記実施形態に係るスライドファスナーの要部を示す背面図。
【図４】図３に示すＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図。
【図５】図３に示すＶ－Ｖ線に沿った断面図。
【図６】前記実施形態に係るスライドファスナーの上止およびスライダーを示す正面図。
【図７】図６に示す上止およびスライダーを示す背面図。
【図８】図６に示す上止およびスライダーを示す断面図。
【図９】図８に示すＩＸ－ＩＸ線に沿った断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
［本実施形態の構成］
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１において、本実施形態に係るスライドファスナー１は、第一ファスナーストリンガ
ー２と、第二ファスナーストリンガー３と、第一ファスナーストリンガー２および第二フ
ァスナーストリンガー３にスライド可能に連結されるスライダー４とを備えており、第一
ファスナーストリンガー２および第二ファスナーストリンガー３は対をなしている。
　なお、各図に示すＸ，Ｙ，Ｚ方向は互いに直交している。本実施形態では、Ｘ方向はス
ライドファスナー１の長手方向に沿った方向であり、Ｙ方向はスライドファスナー１の幅
方向に沿った方向であり、Ｚ方向はスライドファスナー１の厚さ方向に沿った方向である
。また、後述するスライド方向とは、第一ファスナーストリンガー２および第二ファスナ
ーストリンガー３に連結されたスライダー４の移動可能方向であり、スライド方向の前方
とはスライダー４を移動させることで、ファスナーエレメント列２４，３４が係合する方
向であり、図１に示すＸ方向の上方である。また、スライド方向の後方とはスライダー４
を移動させることで、ファスナーエレメント列２４，３４が解除する方向であり、図１に
示すＸ方向の下方である。
【００２２】
　第一ファスナーストリンガー２は、Ｘ方向に延びたファスナーテープ２１と、ファスナ
ーテープ２１の幅方向外側（図１において右側）における側縁部２２に沿ったファスナー
エレメント列２４とを有している。ファスナーテープ２１の側縁部２２には、芯紐部２３
が設けられている。ファスナーエレメント列２４は、合成樹脂製の線条ファスナーエレメ
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ント２５（エレメント）がＸ方向に沿って複数並んで構成されており、線条ファスナーエ
レメント２５は、縫糸（図示省略）によってファスナーテープ２１に縫い付けられている
。
【００２３】
　ファスナーエレメント列２４の図１に示す上端部２４Ａ（一端部）には、合成樹脂製の
上止２６が配置されている。ファスナーエレメント列２４の図１に示す下端部２４Ｂ（他
端部）側には、蝶棒２８が配置されている。
　上止２６および蝶棒２８は、ポリアミド、ポリアセタール、ポリプロピレン、ポリブチ
レンテレフタレート等の熱可塑性樹脂が射出成形されることによってそれぞれ構成されて
いる。
【００２４】
　上止２６は、図２～図５に示すように、上止表面部２６１と、上止表面部２６１に連続
した上止裏面部２７１とを有しており、図５に示すように、ファスナーテープ２１の側縁
部２２を跨いで断面略Ｃ字状に形成されている。上止表面部２６１は、上止裏面部２７１
よりもＺ方向における肉厚が厚く形成されている。
【００２５】
　上止表面部２６１は、Ｚ方向において互いに対向した表外面２６２および表内面２６３
と、表外面２６２および表内面２６３の周縁に配置された外側面２６４、内側面２６５、
上端面２６６および下端面２６７とを有している。外側面２６４および内側面２６５はＹ
方向において互いに対向して配置されており、外側面２６４はファスナーテープ２１の幅
方向外側に配置され、内側面２６５はファスナーテープ２１の幅方向内側に配置されてい
る。上端面２６６および下端面２６７はＸ方向において互いに対向して配置されている。
【００２６】
　上止表面部２６１の表内面２６３のうち側縁部２２よりもファスナーテープ２１の幅方
向内側に位置する部分は、ファスナーテープ２１の表面２１Ａに付着されている。また、
上止表面部２６１は、ファスナーエレメント列２４の上端部２４Ａを構成している線条フ
ァスナーエレメント２５を保持する保持部２６８と、上止２６の厚さ方向において上止裏
面部２７１と対向した対向部２６９とを有している。保持部２６８の内部には、前述した
線条ファスナーエレメント２５が埋め込まれている。対向部２６９は、図２において保持
部２６８に対してＸ方向の上方に配置されている。
【００２７】
　上止裏面部２７１は、上止表面部２６１の表内面２６３のうち外側面２６４側上部に連
続した基端２７２側の連続部分２７３から内側面２６５側に向かってＹ方向に沿って延出
して形成されている。上止裏面部２７１の上面２７４は、上止２６の厚さ方向において上
止表面部２６１の上端面２６６に沿って配置されており、上止裏面部２７１の先端２７５
は、上止２６の厚さ方向において上止表面部２６１の内側面２６５に沿った位置に配置さ
れている。また、上止裏面部２７１の下面は、スライダー４の後述する下板部４１２の上
面４１２Ｃに当接するストッパー面２７６として構成されている。ストッパー面２７６は
、Ｘ方向において前述した保持部２６８よりも上方に
位置している。
　この上止裏面部２７１の裏内面２７８は、ファスナーテープ２１の裏面２１Ｂに付着さ
れている。
【００２８】
　さらに、上止裏面部２７１は、その基端２７２側から先端２７５側に向かうに従って幅
が広くなっている。これにより、基端２７２側よりも先端２７５側のおけるファスナーテ
ープ２１への付着面積が拡げられている。
【００２９】
　上止表面部２６１の外側面２６４には、ファスナーテープ２１の幅方向外側に膨出した
膨出部２６４Ａが形成されており、この膨出部２６４Ａに前述した連続部分２７３が配置
されている。このため、上止表面部２６１および上止裏面部２７１の連続部分２７３は、
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ファスナーテープ２１の幅方向外側に膨出した膨出部２６４Ａを構成している。
【００３０】
　第二ファスナーストリンガー３は、Ｘ方向に延びたファスナーテープ３１と、ファスナ
ーテープ３１の幅方向外側（図１において左側）における側縁部３２に沿ったファスナー
エレメント列３４とを有している。ファスナーテープ３１の側縁部３２には、芯紐部３３
が設けられている。ファスナーエレメント列３４は、合成樹脂製の線条ファスナーエレメ
ント３５（エレメント）がＸ方向に沿って複数並んで構成されており、線条ファスナーエ
レメント３５は、縫糸（図示省略）によってファスナーテープ３１に縫い付けられている
。
【００３１】
　ファスナーエレメント列３４の図１に示す上端部３４Ａ（一端部）には、合成樹脂製の
上止３６が配置されている。ファスナーエレメント列３４の図１に示す下端部３４Ｂ（他
端部）側には、箱棒３８および箱体３９が配置されている。
　上止３６と、箱棒３８および箱体３９とは、ポリアミド、ポリアセタール、ポリプロピ
レン、ポリブチレンテレフタレート等の熱可塑性樹脂が射出成形されることによってそれ
ぞれ構成されている。
　なお、箱棒３８および箱体３９と前述した蝶棒２８とによって開き具が構成されている
。
【００３２】
　上止３６は、図２に示すように、前述した上止２６と概略同様であって左右逆向きに構
成されているが、上止２６よりもＸ方向における寸法が小さくされている。
　この上止３６は、図２，３に示すように、上止表面部３６１と、上止表面部３６１に連
続した上止裏面部３７１とを有しており、断面略Ｃ字状に形成されている。上止表面部３
６１は、上止裏面部３７１よりもＺ方向における肉厚が厚く形成されている。
【００３３】
　上止表面部３６１は、Ｚ方向において互いに対向した表外面３６２および表内面３６３
と、表外面３６２および表内面３６３の周縁に配置された外側面３６４、内側面３６５、
上端面３６６および下端面３６７とを有している。外側面３６４および内側面３６５はＹ
方向において互いに対向して配置されており、外側面３６４はファスナーテープ３１の幅
方向外側に配置され、内側面３６５はファスナーテープ３１の表面３１Ａに付着されてい
る。また、上止表面部３６１は、ファスナーエレメント列３４の上端部３４Ａを構成して
いる線条ファスナーエレメント３５を保持する保持部３６８と、上止３６の厚さ方向にお
いて上止裏面部３７１と対向した対向部３６９とを有している。保持部３６８の内部には
、前述した線条ファスナーエレメント３５が埋め込まれている。対向部３６９は、図２に
おいて保持部２６８に対してＸ方向の上方に配置されている。
【００３４】
　上止裏面部３７１は、上止表面部３６１の表内面３６３のうち外側面３６４側上部に連
続した基端３７２側の連続部分３７３から内側面３６５側に向かってＹ方向に沿って延出
して形成されている。上止裏面部３７１の上面３７４は、上止３６の厚さ方向において上
止表面部３６１の上端面３６６に沿って配置されており、上止裏面部３７１の先端３７５
は、上止３６の厚さ方向において上止表面部３６１の内側面３６５に沿った位置に配置さ
れている。また、上止裏面部３７１の下面は、スライダー４の後述する下板部４１２の上
面４１２Ｃに当接するストッパー面３７６として構成されている。ストッパー面３７６は
、Ｘ方向において前述した保持部３６８よりも上方に位置している。
　この上止裏面部３７１の裏内面（図示省略）は、ファスナーテープ３１の裏面３１Ｂに
付着されている。
【００３５】
　さらに、上止裏面部３７１は、その基端３７２側から先端３７５側に向かうに従って幅
が広くなっている。これにより、基端３７２側よりも先端３７５側のおけるファスナーテ
ープ２１への付着面積が拡げられている。
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【００３６】
　上止表面部３６１の外側面３６４には、ファスナーテープ３１の幅方向外側に膨出した
膨出部３６４Ａが形成されており、この膨出部３６４Ａに前述した連続部分３７３が配置
されている。このため、上止表面部３６１および上止裏面部３７１の連続部分３７３は、
ファスナーテープ３１の幅方向外側に膨出した膨出部３６４Ａを構成している。
【００３７】
　スライダー４は、図６～図９に示すように、胴体４１と、柱４２と、引手４３とを備え
ている。柱４２は、後述する上板部４１１の外面４１１Ａに形成されており、この柱４２
に前述した引手４３が取り付けられている。
【００３８】
　胴体４１は、Ｚ方向においてファスナーエレメント列２４，３４の表面側に配置される
上板部４１１と、Ｚ方向においてファスナーエレメント列２４，３４の裏面側に配置され
る下板部４１２と、上板部４１１および下板部４１２をつないだ案内柱部４１３とを有し
ている。上板部４１１の内面４１１Ｂおよび下板部４１２の内面４１２Ｂ間には、ファス
ナーエレメント列２４，３４が挿通される挿通溝４５が形成されている。
【００３９】
　上板部４１１の上面４１１Ｃのうち、図６に示す左右方向における中間位置よりも左側
部分は、左下下がりとされた湾曲面によって形成されている。ここで、上止表面部２６１
の上端面２６６も図６に示すように左下下がりとされた湾曲面によって形成されているの
で、上止２６が挿通溝４５に挿入された状態では、上端面２６６が上面４１１Ｃの左側部
分に沿った意匠を構成できる。
【００４０】
　上板部４１１の上面４１１Ｃのうち、図６に示す左右方向における中間位置よりも右側
部分は右下下がりとされた湾曲面によって形成されている。ここで、上止表面部３６１の
上端面３６６も図６に示すように右下下がりとされた湾曲面によって形成されているので
、上止３６が挿通溝４５に挿入された状態では、上端面３６６が上面４１１Ｃの右側部分
に沿った意匠を構成できる。
　また、上板部４１１の幅方向（Ｙ方向）における両縁部にはフランジ４１１Ｄ（図９参
照）が形成されている。
【００４１】
　下板部４１２の上面４１２Ｃのうち、図７に示す左右方向における中間位置よりも右側
部分は右下下がりとされた湾曲面によって形成されている。ここで、上止裏面部２７１の
ストッパー面２７６も図７に示すように右下下がりとされた湾曲面によって形成されてい
るので、上止２６が挿通溝４５に挿入された状態では、ストッパー面２７６が下板部４１
２の上面４１２Ｃの右側部分に沿って当接する。
　上止裏面部２７１のストッパー面２７６が下板部４１２の上面４１２Ｃに沿って当接す
ることで、スライダー４とストッパー面２７６とが当接する際の衝撃をストッパー面２７
６の全面で分散して受けることができ、ストッパー面２７６の破損などのおそれを低減で
きる。
【００４２】
　下板部４１２の上面４１２Ｃのうち、図７の左右方向における中間位置よりも左側部分
は左下下がりとされた湾曲面によって形成されている。ここで、上止裏面部３７１のスト
ッパー面３７６も図７に示すように左下下がりとされた湾曲面によって形成されているの
で、上止３６が挿通溝４５に挿入された状態では、ストッパー面３７６が下板部４１２の
上面４１２Ｃの左側部分に沿って当接する。
　上止裏面部３７１のストッパー面３７６が下板部４１２の上面４１２Ｃに沿って当接す
ることで、スライダー４とストッパー面３７６とが当接する際の衝撃をストッパー面３７
６の全面で分散して受けることができ、ストッパー面３７６の破損などのおそれを低減で
きる。
　また、下板部４１２の幅方向（Ｙ方向）における両縁部には、フランジ４１２Ｄ（図８
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参照）が形成されている。
【００４３】
　案内柱部４１３は、図８に示すように、上板部４１１および下板部４１２間の上部であ
って図８の左右方向における中間位置に形成されている。案内柱部４１３は、挿通溝４５
を、ファスナーエレメント列２４が挿通する図８において左側の挿通溝４５Ａとファスナ
ーエレメント列３４が挿通する図８において右側の挿通溝４５Ｂとに区画している。
　図８に示すように挿通溝４５Ａ，４５Ｂに上止２６，３６がそれぞれ挿入された状態で
は、案内柱部４１３と上止２６，３６との隙間は膨出部２６４Ａ，３６４Ａによって狭め
られている。なお、膨出部２６４Ａ，３６４Ａは案内柱部４１３に当接していてもよい。
これにより、スライダー４の左右方向におけるガタツキは抑制される。
【００４４】
　図９に示すように、上止表面部２６１の表外面２６２からファスナーテープ２１の裏面
２１ＢまでのＺ方向における寸法（保持部２６８の表外面からファスナーテープ２１の裏
面２１Ｂまでの寸法）を寸法Ａとし、上止表面部２６１の表外面２６２から上止裏面部２
７１の裏外面２７７までのＺ方向における寸法（対向部２６９の表外面から上止裏面部２
７１の裏外面までの寸法）を寸法Ｂとし、上板部４１１の内面４１１Ｂから下板部４１２
の内面４１２ＢまでのＺ方向における寸法を寸法Ｃとした場合、寸法関係はＡ＜Ｃ＜Ｂで
ある。
【００４５】
　また、上止表面部２６１の表外面２６２からファスナーテープ２１の表面２１Ａまでの
Ｚ方向における寸法（保持部２６８の表外面からファスナーテープ２１の表面２１Ａまで
の寸法）を寸法Ａ１とし、上止表面部２６１の表外面２６２からファスナーテープ２１の
表面２１ＡまでのＺ方向における寸法（対向部２６９の表外面からファスナーテープ２１
の表面２１Ａまでの寸法）を寸法Ｂ１とし、上板部４１１の内面４１１Ｂからファスナー
テープ２１の表面２１ＡまでのＺ方向における寸法を寸法Ｃ１とした場合、寸法関係はＡ
１＝Ｂ１＜Ｃ１である（なお、Ｂ１＜Ａ１＜Ｃ１であってもよい）。
【００４６】
　さらに、上止裏面部２７１の裏外面２７７からファスナーテープ２１の裏面２１Ｂまで
のＺ方向における寸法を寸法Ｂ２とし、下板部４１２の内面４１２Ｂからファスナーテー
プ２１の裏面２１ＢまでのＺ方向における寸法を寸法Ｃ２とした場合、寸法関係は、Ｃ２
＜Ｂ２である。
【００４７】
　なお、上止２６の厚さ方向において保持部２６８（図４参照）に対向する裏面側の部分
には後述する変形例におけるスライダー挿入部がないため、当該部分における上止裏面部
の厚さ寸法Ａ２は「０」である。また、スライダー挿入部がある場合、寸法関係はＡ２＜
Ｃ２＜Ｂ２とされる。
【００４８】
　このため、上止裏面部２７１（３７１）は、スライダー４のスライド方向において当該
スライダー４の下板部４１２の上面４１２Ｃに当接可能に対向し、配置される。
　このように寸法関係が設定されているので、上止２６の上止表面部２６１は、挿通溝４
５Ａに挿入され、上止裏面部２７１のストッパー面２７６は、下板部４１２の上面４１２
Ｃに当接する。また、前述同様に、上止３６の上止表面部３６１は、挿通溝４５Ｂに挿入
され、上止裏面部３７１のストッパー面３７６は、下板部４１２の上面４１２Ｃに当接す
る。これらの当接部によってスライダー４が上止２６，３６よりもスライド方向前方への
スライドが規制され、この規制によってスライダー４が抜け止めされる。
【００４９】
［本実施形態の効果］
（１）前記実施形態では、スライドファスナー１は、ファスナーテープ２１，３１および
ファスナーテープ２１，３１の側縁部２２，３２に沿ったファスナーエレメント列２４，
３４を有した一対のファスナーストリンガー２，３と、各ファスナーエレメント列２４，
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３４に連結されるスライダー４とを備え、各ファスナーエレメント列２４，３４の上端部
２４Ａ，３４Ａに上止２６，３６がそれぞれ配置されたスライドファスナー１であって、
上止２６，３６は、上止表面部２６１，３６１と、上止表面部２６１，３６１に連続した
上止裏面部２７１，３７１を有し、上止表面部２６１，３６１は、ファスナーテープ２１
，３１の表面２１Ａ，３１Ａに付着され、上止裏面部２７１，３７１は、ファスナーテー
プ２１，３１の裏面２１Ｂ，３１Ｂに付着され、上止裏面部２７１，３７１は、スライダ
ー４のスライド方向において当該スライダー４に当接可能に対向し、配置されることを特
徴とする。
　上記構成を有するため、上止２６，３６が、ファスナーテープ２１，３１の表面２１Ａ
，３１Ａおよび裏面２１Ｂ，３１Ｂに付着された上止表面部２６１，３６１および上止裏
面部２７１，３７１を有しているので、例えば上止裏面部２７１，３７１がない上止と比
べて、上止２６，３６をファスナーテープ２１，３１から剥れにくい構成にできる。また
、スライダー４がスライドしてファスナーエレメント列２４，３４の上端部２４Ａ，３４
Ａに配置される場合には、スライド方向においてスライダー４に対向して配置された上止
裏面部２７１，３７１が当該スライダー４に当接するので、当該スライダー４のスライド
を規制できる。このように、上止裏面部２７１，３７１の構成によって、ファスナーテー
プ２１，３１から剥れにくくでき、かつストッパーとして機能させることができるので、
ファスナーテープ２１，３１から剥れにくくする構成とストッパーとして機能する構成と
を別部分で構成する必要がなくなり、上止２６，３６を小さくすることができる。
【００５０】
（２）上止表面部２６１，３６１は、ファスナーエレメント列２４，３４の上端部２４Ａ
，３４Ａを構成する線条ファスナーエレメント２５，３５が埋め込まれた保持部２６８，
３６８と、上止２６，３６の厚さ方向において上止裏面部２７１，３７１と対向した対向
部２６９，３６９とを有し、保持部２６８，３６８および対向部２６９，３６９は、スラ
イド方向において異なる位置に配置されている。
　このため、スライド方向において保持部２６８，３６８と異なる位置に配置された対向
部２６９，３６９の裏側に上止裏面部２７１，３７１が対向して配置されるので、線条フ
ァスナーエレメント２５，３５が埋め込まれた保持部２６８，３６８よりもファスナーテ
ープ２１，３１から剥れやすい対向部２６９，３６９を上止裏面部２７１，３７１によっ
て補強でき、対向部２６９，３６９がファスナーテープ２１，３１から剥れることを抑制
できる。
【００５１】
（３）対向部２６９，３６９は、スライダー４のスライド方向において保持部２６８，３
６８よりも前方に配置されている。
　このため、スライダー４が上止裏面部２７１，３７１に当接した状態で上止表面部２６
１，３６１のうち対向部２６９，３６９よりも、スライダー４のスライド方向において後
方に位置する部分をスライダー４内に収めることができる。
【００５２】
（４）ファスナーテープ２１，３１の表面２１Ａ，３１Ａのうち保持部２６８，３６８が
付着された部分に対向する裏面２１Ｂ，３１Ｂの部分は、露呈している。
　このため、線条ファスナーエレメント２５，３５が埋め込まれてファスナーテープ２１
，３１から剥れにくい箇所である保持部２６８，３６８の裏側から上止裏面部２７１，３
７１をなくすことができ、上止２６，３６を小型化できる。
【００５３】
（５）上止表面部２６１，３６１は、ファスナーテープ２１，３１の幅方向外側に配置さ
れた外側面２６４，３６４と、ファスナーテープ２１，３１の幅方向内側に配置された内
側面２６５，３６５とを有し、上止裏面部２７１，３７１は、上止表面部２６１，３６１
の外側面２６４，３６４側から上止表面部２６１，３６１の内側面２６５，３６５側に向
かって延出して形成され、上止裏面部２７１，３７１の先端２７５，３７５は、上止２６
，３６の厚さ方向において上止表面部２６１，３６１の内側面２６５，３６５に沿った位
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置に配置されている。
　このため、上止裏面部２７１，３７１の先端２７５，３７５が、上止２６，３６の厚さ
方向において上止表面部２６１，３６１の内側面２６５，３６５に沿った位置に配置され
ているので、ファスナーテープ２１，３１の幅方向において上止表面部２６１，３６１お
よび上止裏面部２７１，３７１のうちの一方が他方に対して突出した部分が形成されなく
なる。このように突出した部分を形成しないので、当該突出した部分に付着されたファス
ナーテープ２１，３１の部分が上止表面部２６１，３６１および上止裏面部２７１，３７
１の他方に支えられずに剥れてしまうことがなくなる。
【００５４】
（６）上止裏面部２７１，３７１は、その基端２７２，３７２側から先端２７５，３７５
側に向かうに従って幅が広くなっている。
　このため、上止裏面部２７１，３７１の先端２７５，３７５側は、上止表面部２６１，
３６１と連続している基端２７２，３７２側から離間しているため、上止裏面部２７１，
３７１の基端２７２，３７２側と比べてファスナーテープ２１，３１からの剥れにくさが
低下するが、上止裏面部２７１，３７１の先端２７５，３７５側における幅寸法を大きく
してファスナーテープ２１，３１に対する付着面積を広げることで、上止裏面部２７１，
３７１の先端２７５，３７５側の部分をファスナーテープ２１，３１から剥れにくくでき
る。
【００５５】
（７）上止裏面部２７１，３７１は、その基端２７２，３７２側から先端２７５，３７５
側に向かうに従ってスライド方向において後方に位置し、図７に示すとおり、スライド方
向後方を下方とするなら、下下がりの形状となっている。
　このため、スライダー４がスライドファスナー１を閉めるスライド方向に移動され、前
記上止裏面部２７１，３７１に当接すると、各上止２６，３６には、そのスライド方向前
方側がファスナーテープ２１，３１の幅方向内側に向かうとともに、そのスライド方向後
方側がファスナーテープ２１，３１の幅方向外側に向かう回転力が生じて、上止２６，３
６の下部同士でスライダー４の案内柱部４１３を挟み込むので、スライダー４のガタツキ
を抑制できる。
【００５６】
（８）スライダー４は、各ファスナーエレメント列２４，３４の裏面側に配置される下板
部４１２を有し、上止裏面部２７１，３７１は、スライド方向において下板部４１２の上
面４１２Ｃに当接可能に対向したストッパー面２７６，３７６を有し、ストッパー面２７
６，３７６は、下板部４１２の上面４１２Ｃに沿った形状とされている。
　このため、ストッパー面２７６，３７６がスライダー４の下板部４１２の上面４１２Ｃ
に沿った形状とされているので、ストッパー面２７６，３７６の全面を下板部４１２の上
面４１２Ｃに当接させることができる。このため、スライダー４が上止２６，３６に当た
る際の衝撃をストッパー面２７６，３７６の全面に分散させることができ、上止２６，３
６の破損を防止できる。
【００５７】
（９）スライダー４は、各ファスナーエレメント列２４，３４の表面側に配置される上板
部４１１と、各ファスナーエレメント列２４，３４の裏面側に配置される下板部４１２と
、上板部４１１および下板部４１２をつないだ案内柱部４１３とを有し、上止表面部２６
１，３６１の表外面２６２，３６２からファスナーテープ２１，３１の裏面２１Ｂ，３１
Ｂまでの寸法を寸法Ａとし、上止表面部２６１，３６１の表外面２６２，３６２から上止
裏面部２７１，３７１の裏外面２７７，３７７までの寸法を寸法Ｂとし、上板部４１１の
内面４１１Ｂから下板部４１２の内面４１２Ｂまでの寸法を寸法Ｃとした場合、寸法関係
はＡ＜Ｃ＜Ｂである。
　このため、スライダー４がファスナーエレメント列２４，３４の上端部２４Ａ，３４Ａ
に配置された場合には、上止表面部２６１，３６１をスライダー４の上板部４１１および
下板部４１２間に挿入できるとともに、上止裏面部２７１，３７１をスライダー４の下板



(13) JP 2018-164605 A 2018.10.25

10

20

30

40

50

部４１２に当接させて当該スライダー４を抜け止めできる。
【００５８】
（１０）上止表面部２６１，３６１の外側面２６４，３６４は、ファスナーテープ２１，
３１の幅方向外側に膨出した膨出部２６４Ａ，３６４Ａを有している。
　このため、スライドファスナー１の閉鎖状態では、上止２６，３６の膨出部２６４Ａ，
３６４Ａと案内柱部４１３との隙間を狭め、また、膨出部２６４Ａ，３６４Ａを案内柱部
４１３に当接させることができ、これにより、ファスナーテープ２１，３１の幅方向にお
けるスライダー４のガタツキを抑制できる。
　さらに、上止表面部２６１，３６１および上止裏面部２７１，３７１の連続部分２７３
，３７３も膨出部２６４Ａ，３６４Ａを含むので、当該連続部分２７３，３７３を大きく
できて上止２６，３６の強度を高めることができる。
【００５９】
［変形例］
　本発明は、以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達成で
きる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、前記実施形態では、上止裏面部２７１，３７１は、基端２７２，３７２側から
延出し、先端２７５，３７５がＺ方向において上止表面部２６１，３６１の内側面２６５
，３６５に沿った位置に配置されているが、これに限られない。例えば先端２７５，３７
５は内側面２６５，３６５に対してＹ方向外側またはＹ方向内側に配置されていてもよい
。
【００６０】
　前記実施形態では、上止裏面部２７１，３７１はバー状に延びて形成された全体部分で
ストッパー面２７６，３７６を形成しているが、これに限られない。例えば上止裏面部２
７１，３７１にスライダー４を接近させた際に、挿通溝４５Ａ，４５Ｂへの挿入を可能と
する肉厚を薄く形成したスライダー挿入部を、前記保持部２６８，３６８と対向するファ
スナーテープ２１，３１の裏面２１Ｂ，３１Ｂ側に設けてもよい。さらに、スライダー挿
入部を除く上止裏面部２７１，３７１を、スライダー挿入部よりもファスナーテープ２１
，３１の裏面２１Ｂ，３１Ｂに対して垂直方向に突出させ、突出した当該上止裏面部２７
１，３７１がスライダー４の下板部４１２の上面４１２Ｃに当接可能にスライド方向にお
いて当該上面４１２Ｃに対向して配置されていてもよい。また、突出させた当該上止裏面
部は、基端２７２，３７２寄りに配置されてもよく、また、先端２７５，３７５寄りに配
置されてもよい。
　スライダー挿入部を備えることで、スライダー４を上止２６，３６に当接させた際に、
スライダー挿入部が挿通溝４５Ａ，４５Ｂに嵌り込み、上止２６，３６とスライダー４内
部との隙間を小さくすることで、スライドファスナー１の厚さ方向におけるスライダー４
のガタツキを抑制できる。
【００６１】
　前記実施形態では、上止裏面部２７１，３７１は、上止表面部２６１，３６１の対向部
２６９，３６９に対向して配置されているが、これに限られず、例えば上止表面部２６１
，３６１の保持部２６８，３６８にも対向して配置されていてもよい。
【００６２】
　前記実施形態では、上止表面部２６１，３６１は膨出部２６４Ａ，３６４Ａを構成して
いるが、この膨出部２６４Ａ，３６４Ａを構成していなくてもよい。
【００６３】
　前記実施形態では、上止２６，３６の上端面２６６，３６６は、スライダー４の上板部
４１１の上面４１１Ｃに沿った湾曲形状とされているが、これに限られずに異なる形状と
して種々の意匠を構成してもよい。
【００６４】
　前記実施形態では、上止２６，３６は合成樹脂製であるが、これに限られず、例えば金
属製であってもよい。
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【符号の説明】
【００６５】
　１…スライドファスナー、２，３…ファスナーストリンガー、２１，３１…ファスナー
テープ、２１Ａ，３１Ａ…表面、２１Ｂ，３１Ｂ…裏面、２２，３２…側縁部、２３，３
３…芯紐部、２４，３４…ファスナーエレメント列、２４Ａ，３４Ａ…上端部、２４Ｂ，
３４Ｂ…下端部、２５，３５…線条ファスナーエレメント、２６，３６…上止、２６１，
３６１…上止表面部、２６２，３６２…表外面、２６３，３６３…表内面、２６４，３６
４…外側面、２６４Ａ，３６４Ａ…膨出部、２６５，３６５…内側面、２６６，３６６…
上端面、２６７，３６７…下端面、２６８，３６８…保持部、２６９，３６９…対向部、
２７１，３７１…上止裏面部、２７２，３７２…基端、２７３，３７３…連続部分、２７
４，３７４…上面、２７５，３７５…先端、２７６，３７６…ストッパー面、２７７，３
７７…裏外面、２７８…裏内面、２８…蝶棒、３８…箱棒、３９…箱体、４…スライダー
、４１…胴体、４１１…上板部、４１１Ａ…外面、４１１Ｂ，４１２Ｂ…内面、４１１Ｃ
，４１２Ｃ…上面、４１１Ｄ，４１２Ｄ…フランジ、４１２…下板部、４１３…案内柱部
、４２…柱、４３…引手、４５（４５Ａ，４５Ｂ）…挿通溝、Ａ～Ｃ，Ａ１～Ｃ１，Ａ２
～Ｃ２…寸法。
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